
７常建水 第  56 号  
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令和 7 年 12 月 16 日 

 

 

常滑市水道料金及び下水道使用料審議会会長 様 

 

常滑市長 伊藤 辰矢 

 

適正な水道料金及び下水道使用料のあり方について（諮問） 

 

 このことについて常滑市水道料金及び下水道使用料審議会条例（令和 7 年常

滑市条例第 99 号）第 2 条の規定に基づき、下記の通り諮問いたします。 

 

記 

１ 諮問事項 

  ①水道事業における水道料金のあり方について 

  ②公共下水道事業における下水道使用料のあり方について 

  ③農業集落排水事業における下水道使用料のあり方について 

 

２ 諮問の趣旨 

水道事業及び下水道事業は、社会の重要なインフラとして、使用者からの水

道料金及び下水道使用料をもとに運営しております。 

しかし、近年、人口減少や物価高騰、施設の老朽化など、事業を取り巻く状

況は厳しさを増しております。 

こうしたことを踏まえ、常滑市における水道事業及び下水道事業の将来にわ

たる健全かつ安定的な運営を確保するために、適正な水道料金及び下水道使用

料のあり方について、貴審議会にご審議いただき、貴重なご意見を賜りたく、

ここに諮問するものです。 


